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な 研修機関が展開可能  
主に自職場職員対象と  

・この研修は、大学一短大、介護福祉士養成施設、介護サービス事業者団体、職能団体である日本介  
護福祉士会支部、都道府県研修機関、その他研修機関など多様な研修機関が取り組み介護職員の  
キャリア形成支援の基盤整備に参加することを期待しています。  

■そのなかで、介護保険施設や事業所を経営する法人等が研修部門を設け、その法人職員を対象に、  
かつその法人の職員を講師として研修を行う場合は、研修内容の偏りを防ぎ、受講者の視野を広げる  
観点から、一定の外部講師を確保する（同一施設・事業所の職員による講師が2／3を超えないようにす  

ることを概ねの目安とする）ことが望ましいとしています。  

こ成19年度の認虐・実施状況等（平成20年度は30機関程度の認定を予定しています）  

：16の研修機関を認定済。そのうち、14の研修機関が開催。  
：おおむね1日・8時限で1科目を実施し、半年以上の研修期間（月2回程度）  
：介護福祉士会と介護福祉士養成校、社協との共同実施型の登場  

：受講生を集める際には、組織暮ネットワークが欠かせない 等   

【認定状況】  

【共通点】  

【特色・課題等】  



認定機関  
平成19年度の認定・箋  

研修機関名団体   領域   開催地   定員（受講者数）   研修開催日   

＝本介護福祉1二会（牒高く都支部）   全てげ）綿城   東京都   40名（11）   平成19隼9JJ241】～、巨†ノに20隼3＝221   

‡J本介護福祉十会（静岡県支部）   全ての領域   静岡県   40名（、26．）   、l（りk19牛9Jj2ニう‖、、ト㍉に20牛3Jjl酎】   

＝本介護払拍1二仁会（新潟県支部）   ケア領域   新潟県   40名（40）   十戒19牛10Jj21El～12JJ241】   

【‡本介護福祉仁会（愛知県支部）   全てゾ消夏城   愛知県   40キ′】（44）   、事（成19年11」】111l～、匪k20什う＝10「！   

fl本介．獲福祉1二三ミ（に野県支部）   仝ての領」戎   上三野県   40キ7．（30）   、「㍉k19隼11J］10ri、平成20牛6J］271i   

仁j本介護福祉1二会（神奈＝膿よ部）   ケア領域   神奈川   40キ′】（32）   、I（城20隼1」j26【】～3ノj22「！   

「1本介護福祉上会（京都府支部）   令てぴ〕領域   京都府   30才一（29）   、「㍉k20隼2日鋸！～8†］9し」   

ロ本介護福祉七会（近畿ブ「トソク）※申請■い   全てゾ）領域   人阪府   40名（41）   †㍉友20煩う月15＝へ9fj28EJ   

［】本介護福祉i二会（福岡県支部）   仝ての領域   福㈲県   30キ′－（15）   、ト成20隼3ノJ9＝～12ノ］14f】   

虎兄島貼社会手l■抽L協議会を人福祉施設協議会   仝ての領域   虎軋島坊く    匂   40キ′－（36）   、トく成19隼欄‖22i†、12JJ18「】   

（有）ブログレ総合研究廟   仝て〃）領域   埼t・群ノ．し；   20キ′－×8コー1（2）  、竹城19隼101J28＝（∴Iそ成20牛3J］22し‡   

（医）悸信会   仝てJ）領域   京都府   ：∋0名   開講中臣   

（イj▲）QOIJサービス   仝てぴ）領域   広島県   20名   開講中上   

広島YMCA健康福祉専門学校／広島県介護福祉上会   仝てぴ）領域   広島県   40ケ】（28）   、l（ヶJk20隼3JJIF‡、9Jj27fl   

セキスイオアシス（株）オアシスセンター   連携領域   愛知具㌔   10キ7，（12キ′－）   、fく成20イ巨5月9＝へ7＝41】   

（NPO）介護人柑キャリア開発機構   ケア手頃J或   新潟県   28才J（7）   平成20イヰニ2f］19Lト＼3＝9l‡   

人や‖】市介．護」ト→ビス事業首協議会   ケア領域   新潜県   28㌢】（40）   、†く成19隼H＝＝9t卜、、1三成20年う＝91l   
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研修受講の成果（受講生の育ち）①  

の自職場課題、修了レポート等をまとめることによる「自分の考えの言語化」「学習の定着化」  

（受講者の声）自分の考えを文章化することを通して自分の思いを再確認した／もしレポートがなかったら  

研修を修了しても何も残らなかったかもしれない（ほど、レポート作成は大事だと思った）  

ループワーク）によるコミュニケーションカの向上、他者の考えを学ぶ力の向上  

（受講者の声）グループで話し合うことで、質問のしかた、アイデアを出し合うことを学んだ／他の研修は大  
人数で聞きっばなしだったがこの研修では介護福祉士同士の話し合いのなかで介護について共感しなが  

ら話し合うことができた／さまざまな種類の事業所で働く参加者の意見、考えなどが参考になった  

－
■
 
 

③研修 によって与えられた自信や再確認  
（受講者の声）講師の話し、他の受講者と話から自分の感じていた疑問はよかったんだと思った／レポー  

トをだしてそれなりの評価をもらうことができた／約半年の研修とそこで与えられた課題をこなした自信   



研修受講の成果（受講生の育ち）②  

⑤考えて仕事をする介護福祉士になった（これまでの自分 のケアへの省察）  
（受講者の声）常に振り返りをするようになった／もっとできたことがあるんじやないかと介護について考え  

るようになった／研修のなかで個別ケアを学び問題点に気づきチームで改善について話し合った  

⑥研修受講をとおした「枠組・概念や知識の獲得」「分析手法」の獲得による、自職 場でのチーム内のコ  
ミュニケーションカの向上、複眼的な視点と方法を用いた実践力の向上  
（受講者の声）自分たちは利用者にとって環境なんだというふうに考えるようになった／今までは利用者の  

視点ではなく職員の視点で見ていた／個人の生活歴からその人を捉えるようになった／考える枠組を学  

び、実践した／講義中に先生が話した言葉を自分の言葉にして、職場で部下にアドバイスしている／他職  
種との事例検討で研修で学んだことが活かされている／チームのメンバーとのコミュニケーション・相談の  

受け方、グループ討議が楽しくなった  

⑦介護の仕事の深み、面白さ、可能性の再発見が働く意欲の維持につながる  
（受講者の声）もっとできることがある／みんなの考えを聞いてみる／さまざまな視点から考え、さまざまな  

可能性を根拠をもってためすことができる／問題に直面してもあわてないで原因の分析、方策の試行がで  

きる／みんなから元気になったといわれる／離職の防止になると思う  
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研修受講の成果（受講生の育ち）③  

⑧職場（特にチーム）への波及効果  

（受講者の声）同じ職場から2人目がうけたことで更に職場内の環境が向上した／こういう研修をすべての  

職員が受ければ介護が変わると思う  

（9研修を通じた仲間の獲得  

（受講者の声）研修を通じて、現場でもつ課題や悩みを共有して励ましあったり、互いに行き来して情報交  
換しあったりする／一緒に研修を受けた仲間と定期的に情報交換をしている  

命学習の継続・学習課題への取組み  

（受講者の声）介護関係の雑誌を毎月読むようになった／認知症のことをもっと勉強したいと思うように  

なった／小規模多機能ケアについてことをもっと知りたいと思うようになった／記録の方法をもっと学びた  

いと思うようになった／セカンドステップ■サードステップが行われるなら受講したい／事故防止、利用者の  
尊厳などもっと勉強しなければいけないと思った   



Ⅳ なぜ効果があったのか？  

受講者の声をもとに「ファーストステップ研修」  

の特徴を明らかにするとともにその効果につ  

いて整理しました  
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ファーストステップ研修の特徴  

凝 ファーストステップ研修は次の2つの特徴がある。  

誰 これが学習効果を高め、成果を上げる要因となっていると考えられる。  

寸象に、学習が促j  みがエ夫されてい  

「長（中）期間の研修」「グループ演習での受講者相互の意見交換」「自  

職場での事前・事後課題」さらには、チームリーダー候補等の「介護福  

祉士を中心」など、研修の場と実践の場が連結され、循環されるよう配  
慮された研修内容、企画であること。  

2．介護実践に必婁な「知の統合化」が促される体系的な内容となってい  

尊厳、倫理、生活支援の理念など、対人援助職としての理念を核に、  
「ケア」「連携」「運営管理基礎」という3つの領域を体系的に学ぶ研修と  

なっている。   



「研修の場」と「実践の場」とが循環された  

学習促進の仕組み  
仲間の実践経験、  
意見から学ぶ  

集合研修  

（講義・演  

習中心）  
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とを総合  
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ファーストステップ研修で促進される  

介護福祉士としての「知の統合化」  

ーストステップ研修は、尊厳、倫理、生活支援の理念など、対  援助職としての理念を核に、「ケア」「連携」「運営管理基礎」と  
う領域にわたる専門的知識・技術・方法を学ぶ体系性をもつ。  

全ての領域を学ぶことで、課題を多角的に分析・把握するための、  
対人援助の専門職としての「思考枠組み」「ものの見方」が形成さ  
れる。このような効果は、既に行われている特定のツールや対小  
職種のための目的限定的な現任研修よりもすぐれている側面が  
ある。  

自らの実践経験を振り返り、学習成果を実践に活かすことで、実  
践と学習の有機的な統合が促される。  



ファーストステップ研修で促進される  

介護福祉士としての「知の統合化」  
チーム・職場での役割理解   

専門的知識■技術の根拠   

生活支援の価値■目的  

人間観、老い■  
障害観、介護観  

倫理・行動規範、社会的役割  

ファーストステップ研修  

の3つの領域の部分  

ファーストステップ研修の  

領域のうち、とくに「尊厳」  
「全人的理解」「倫理」「生  

活支援の理念」の部分  

ム護喜止士としての知の統合化  
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ファーストステップ研修が期待する現任研修の効果  

知の統合化  

・対人援助職としての「ものの捉え方」  

「思考枠組み」が形成される  

エンパワメント  

・実践での蹟きへの手当てができる  

・仕事の深みが発見できる  

・意欲・自信が維持、向上する  

・実践・学習課題を明確化できる  

・的確に状況を理解  

し、判断、行動できる  

・講義・演習  

・受講者同士の学び  

・実践との循環  

・実践の省察－ふり  

かえり、自己評価、  
見直し  

・他者に説明できる   

実践の「基盤となる力」の滴養  

・「観」や「信念」が形成される  

・粘り強くエ夫・努力する姿勢を獲得  

する  

・言語化、記述力、指導力を獲得す  
る  

・学び続ける習慣が身につく  



′  、 ■  

Ⅴ 政策動向との関係  

介護職員のキャリア形成支援（ファーストス  

テップ研修が促進されるため）には、介護保険  
制度における基準や報酬にも評価される必要  

があります。地方での動きをご紹介します。  
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介護職員のキャリア形成支援等に関するこ  

れまでの経緯（D  

怒 改正「福祉人材確保指針」（平成19年8月）では、キャリア   
の一環として、「従事者のキャリアパスに対応した研修体   
が明記された。  
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介護保険制度に定める実務者向け研  

修の国庫補助金見直しとの関係   
護 
研  

介
者
 
 

の
践
 
 

局
実
 
0
 
 

健
症
た
 
 

老
知
れ
 
 

1  

プ
 
■
 
 
 
¶
 
 

＃ 認知症実践者研修については、今回の要綱   
㈲ お 
 

ス
 
 

ト
 
 

ス
 
 

ア
 
 

フ
 
 
ヽ
 
 

よ
 
 

■
」
 
 
 

一
畳
揚
 
膚
囲
 
 

抱
覗
 
 

つ
ユ
ふ
 

ハ
と
カ
会
 
認
諾
 
 

ヽ
 
 

知症実践者研修としての  智聖賢銑   
道  県
日
 
 

2
 
 
府
2
7
 
 

困射  断
 
‖
】
 
 

半
 
 

の
 
 

で
 協
 
 

社
 
全
 
 
 

の  月  ヽ ■■■ ′   



策    保    確    村    人  

畿  

簡   

≠  



－36－  

この取り組みでめざすもの  

介護職員のキャリア形成支援の促進には、介  
護保険制度上の評価とつながること重要です。  
それが「介護サービスの質の向上」「介護職員  

の労働環境の向上」をもたらします。   



介護職員の研修体系等（現状を整理したもの）  
認知症・ユニット等制度上の研修  介護福祉士のキャリア開発支援システム：   

指導者研修   

40b＋25d  

実践リーダー  

57h＋3d・4w  

ユニットリー  

－17h＋5d  

認知症実  

践者研修  

20h（＋16h）   
●
 
●
 
●
 
●
 
●
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無資格者   

開設者  



ー＿1パ  

介護職員等のキャリアアップ研修体系の将来像（提案）  
認知症・ユニット等制度上の研修  介護福祉士のキャリア開発支援システム   

l  

≡ 介護統括責任者研修                                           l  

介護部門の統括  

責任者  

■ ■ ■■ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾  、  

指導者研修   

40h＋25d   
セカンドステップ  門介護福祉士（仮称）  

サービス管理者 ： t  

＿－し組織志向）－＿＿＿＿：  

l′‾‾‾‾‾ 

‖‥‖‾‾‾‾‾‖－、 

熟練者  ． 

l：  
…、■－′－、－  

主任・管理者IL、＿＿（＿熟頗志  

認定介護  

福祉士5d  

小チームリーダー  

介護福祉士  

無資格者   

開設者  



介護保険制度とリンクしたキャリア支援  
上の評価・位置づけの明確化によるキャリア形成のバックアップ（提  

寮「個室・ユニットケア」を行う介護保険施設や「地域密着型  

サービス（認知症対応型生活介護、認知症対応型通所介護、  
小規模多機能型居宅介護等）」の小チーム・ユニットごとに1  

名以上のファーストステップ研修修了者を常勤配置化に。  

猿ケアの個別化、小規模化を進め、質の向上を図る一環とし  
て、従来型の介護保険施設、通所系サービス、特定施設入  
所者生活介護などでも、ファーストステップ研修修了者をチー  
ムリーダーとして任用、常勤配置し、報酬上評価へ。  

提供責任者に、ファーストステップ  済訪問介護事業のサービス  

研修修了者を常勤で配置し、報酬上評価へ。  
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